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十
一
月
十
八
日
、
当
社
二
階

研
修
室
に
て
役
職
員
、
協
力
会

社
ら
約
四
十
名
が
参
加
し
、
安

全
衛
生
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。社

長
よ

り
「
今
期

も
安
全
作

業
へ
の
協

力
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
一

堂
に
会
す
る
こ
と
が
出
来
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
今
一
度
安
全

に
つ
い
て
再
確
認
す
る
機
会
に

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
今
期
は
創
立
百
十
周

年
の
節
目
の
一
年
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
十
年
、
二
十
年
と

積
み
重
ね
て
い
く
た
め
に
も
、

絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と

い
う
決
意
の
も
と
工
事
を
進
め

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
総
括
安
全
衛
生
責

任
者
の
藤
原
土
木
部
長
よ
り
、

第
五
十
五
期
の
反
省
と
五
十
六

期
に
向
け
て
の
目
標
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
期
の
安
全
標
語
は
、
株
式

会
社
増
田
組 

グ
エ
ン 

ミ
ン 

タ

ン
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

良
い
作
品

が
多
く
採

点
が
大
変

で
し
た
。

た
く
さ
ん

の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。職

員
を
代
表
し
、
藤
原
和
之

さ
ん
よ
り
、
安
全
の
誓
い
を
行

い
、
指
差
呼
称
を
行
い
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
、
植
田
建
築

部
長
よ
り
、
取
引
業
者
の
評
価

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

大
高
建
築
さ
ん
と
ク
ボ
タ
さ
ん

が
高
評
価
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、第
二
部
と
し
ま
し
て
、

社
会
保
険
労
務
士
の
山
村
直
樹

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し

て
の
、講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
関
連
法
へ
の
対

応
と
い
う
こ
と
で
、
昨
今
の
日

本
の
産
業
の
現
状
・
見
込
み
等

か
ら
、
説
明
が
行
わ
れ
、
長
時

間
労
働
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
防

止
、
労
働
時
間
の
考
え
方
等
を

説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。

大
変
貴
重
な

お
話
し
を
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

㈱
増
田
組
安
全
衛
生
大
会

 

最
優
秀
賞
（
年
度
安
全
標
語
） 

後
悔
を 

未
然
に
無
く
す 
危
険
予
知

 

優
秀
賞 

大
丈
夫 

そ
う
思
わ
ず
に
も
う
一
度 

習
慣
づ
け
よ
う 
安
全
確
認

「
ま
あ
い
い
か
」
小
さ
な
手
抜
き
が 
事
故
の
元
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遠
鉄
浜
岡
自
動
車
学
校
に
て
、
交
通

ル
ー
ル
の
学
科
、
コ
ー
ス
内
で
の
運
転

教
習
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
、
何
気
な
く
運
転
を
し
て
い
ま

す
が
、
客
観
的
に
見
る
と
危
険
が
沢
山

潜
ん
で
い
ま
す
。
特
に
疲
れ
て
い
る
状

態
で
運
転
す
る
と
、
運
転
す
る
う
え
で

大
切
な
集
中
力
や
注
意
力
、
判
断
力
が

ぞ
ん
ざ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

多
く
の
危
険
が
あ
る
公
道
で
は
常
に

「
～
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
心
構
え

で
運
転
し
よ
う
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

こ
の
度
、
当
社
土
木
課
の
落
合
雅

敏
さ
ん
が
国
土
交
通
大
臣
よ
り
優
秀

施
工
者
大
臣
顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
三
年
は

全
国
で
四
百
八
十
三
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
で
表
彰
式
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
落
合
雅
敏
さ
ん
の
長

年
の
功
績
が
称
え
ら
れ
た
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
く
当
社
で
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
活
躍
と
後

進
の
指
導
を
期
待
し
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
社
と
し
ま
し
て
は
、
二
人
目
の

受
賞
に
な
り
ま
す
が
、
彼
ら
に
次
ぐ

優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
つ
技
術
者

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

建
設
マ
ス
タ
ー
と
は

優
秀
施
工
者
国
土
交
通（
建
設
）

大
臣
顕
彰
者
の
通
称
で
す
。

建
設
マ
ス
タ
ー
制
度
は
、
建
設

現
場
に
お
い
て
工
事
施
工
に
直
接

従
事
し
、
優
秀
な
技
能
・
技
術
を

有
す
る
建
設
技
能
者
を
「
優
秀
施

工
者
」
と
し
て
国
土
交
通
（
建
設
）

大
臣
が
顕
彰
す
る
こ
と
で
、「
も

の
づ
く
り
」
に
携
わ
っ
て
い
る
者

の
誇
り
と
意
欲
を
増
進
さ
せ
、
能

力
と
資
質
の
向
上
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
社
会
的
評
価
・
地

位
の
確
立
を
図
り
、
建
設
業
の
健

全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
四
年
度
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

建
設
マ
ス
タ
ー
対
象
者

建
設
現
場
に
お
い
て
工
事
施
工

に
直
接
従
事
し
、
現
役
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
建
設
技
能
者
の
う

ち
、
特
に
技
能
・
技
術
及
び
人
格

に
優
れ
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に

よ
り
「
建
設
」
の
質
の
維
持
向
上

に
貢
献
で
き
る
方
。

場

教
習

内

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰 

受
賞

土
木
課

　
落
合
　
雅
敏
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職
員
三
名
が
救
命
講
習
を
受
講
し
ま

し
た
。
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
等
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
は
発
見
か
ら
処
置
が
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
生
存
確
率
及
び
社
会
復

帰
、
後
遺
症
の
低
減
に
繋
が
り
ま
す
。

有
事
の
際
に
は
、
率
先
し
て
こ
の
知
識

を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

救
命
講
習
受
講

みなさん、こんにちは。風紋 12月号（9 回目）の
お話を早速始めさせていただきます。早いもので4月
からこのコラムを担当させていただき、この回で 3/4
が終わろうとしています。
また、このコラムが出る頃は師走（12月）直前の
何かと慌ただしい頃だと思いますが、今回はビジネス
パーソンとして最も重要なコミュニケーション力の一
つである「ホウレンソウ」についてお話しますので、ほ
んの数分間ですがお付き合いいただければ幸いです。
前回は私がコンサルティング会社に入社して、今で
も師匠と慕い、尊敬している方（当時の部長）から
OJTにて基本動作を徹底的に叩き込まれたお話を致
しました。今回も引き続き師匠から教えられたビジネ
スの基本をお話したいと思います。
報・連・相はビジネスパーソンとして重要な基本動
作の一つ！
職場で組織人として働く以上、重要な基本動作の
一つとして報告・連絡・相談があります。このビジネ
ス用語で報・連・相と言われる基本がしっかり出来て
いない職場は絶対に強靭な組織力を発揮することは
出来ません。
私がコンサルタント時代に見てきたビジネスパーソ
ンでも報・連・相がしっかりと出来ない人は絶対と言っ
ていいほど成長出来ないし、決して大成することはあ
りませんでした。
しかし、この報・連・相って言うほど簡単ではあり
ません。
行くも地獄、行かぬも地獄、ホウレンソウの極意
私がコンサルタントとして働き始め、コンサルタントの
基本と定石50か条にも「タイムリーな報告・連絡・相
談の徹底」と書かれていたので早速実践に移しました。
1人でお客様を訪問したある日の夜、電話で部長に
報告の連絡を入れたときのことです。
「お疲れ様です、浜松の渡瀬です。部長、報告です
が…」とはじめた私に部長は「そんなくだらない話で
この私の貴重な時間を奪うのか？そんなモノ自分で判

断してやりなさい！」とひどく叱られ、ガシャンと電話
を切られてしまいました（汗）
その途端、私の頭の中は真っ白！！そして、少しし
てから…あれ！？報告ってしちゃいけなかったんだっ
け？？と混乱してしまいました。
そこで、次の日は報告すると叱られるという恐怖心
から部長に連絡せずにいました。すると案の定、その
日の深夜に部長から連絡があり、「お前はどうしてビ
ジネスの基本中の基本である報・連・相すら出来ない
んだ！そんなやつはコンサルタントなんて絶対になれ
ないから、今すぐに辞めてしまえ！」
私の頭の中は混乱が深まるばかり…。
報告すれば、そんなくだらない話をわざわざ俺に伝

えるなと叱られ、報告をしないと報告すら出来ないヤ
ツは辞めてしまえと更に叱られる。行くも地獄、行かぬ
も地獄でどうしていいかわからない状態に陥りました。
どうせ叱られるなら徹底的に叱られろ！
そんな状況の中で私が考え出した結論は…「報告し
ても叱られ、しなくても叱られるなら、この際、徹底
的に報告しまくってやろうーー！」でした。（笑）
その日から、部長が自宅にいようが、出張で北海道
にいようが、海外にいようがお構いなしにとにかく毎
晩、その日に起こったこと、自分が感じたこと、今後
どうしようと思っているかを事細かく、徹底的に連絡
することにしたのです。
もちろん、はじめのうちは連日連夜、電話の向こう
できっと鬼の形相であったであろう部長から「お前は
馬鹿か？本当に駄目なやつだ！」と叱られ続けました。
しかし、しばらくするとどうでしょう！それまでは鬼
としか思えなかった部長が時々褒めてくれるようにな
り、最後の最後、気がつけば絶大なる信頼を勝ち取
ることが出来ていたのです。
みなさんも、もしかするとこの人苦手だな～と思う
人がいるかも知れません。しかし、その様な人からも
逃げることなく、あきらめることなく、徹底的に食ら
いついて報・連・相を続けてみてください。いつか必
ず突破口が見つかりますよ。
次回は、もう少し詳しく、どの様なプロセスで部長
との信頼を勝ち取ったかをお話したいと思います。お
楽しみに！

Thank you for meeting
渡 瀬  吉 朗 Vol. 9
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12月安全努力目標
年度安全標語年度安全標語〈〈後悔を 未然に無くす 危険予知後悔を 未然に無くす 危険予知〉〉

作業安全
・重機作業足場の確保
・足場の確実な点検
交通安全

・16 時よりライト・オンの実施
環境目標

・管理車両の無駄な走行は控えエコドライブで燃費向上につなげましょう

十
二
月
一
日
か
ら
一
月
十
五

日
ま
で
『
年
末
年
始
労
働
災
害

防
止
強
調
期
間
』
と
な
り
ま

す
。
今
年
一
月
～
八
月
の
全
産

業
の
死
亡
災
害
発
生
状
況
は

四
百
五
十
六
人
で
、
そ
の
中

で
建
設
業
は
三
割
を
占
め
る

百
五
十
五
人
と
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
か
ら
比
較
し
ま
す

と
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
全
産
業
の
中
で
高
い

割
合
に
あ
り
ま
す
。

死
傷
災
害
は
一
割
程
と
な
り

ま
す
が
、
職
場
の
安
全
意
識
を

向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
防
げ
る

事
故
も
多
々
あ
り
ま
す
。
年
末

年
始
に
向
け
て
安
全
作
業
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

作
り
方

①
長
芋
の
皮
を
む
い
て
す
り
お
ろ
し
、【
Ａ
】
と
合
わ
せ
て

よ
く
混
ぜ
る

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
中
火
で
熱
し
た
ら
①
を
流
し
い

れ
、
３
～
４
分
焼
い
て
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
裏
返
し
、
蓋
を

し
て
弱
火
で
３
分
ほ
ど
蒸
し
焼
き
に
し
た
ら
で
き
あ
が
り
☆

か
つ
お
節
や
き
ざ
み
葱
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、
ポ
ン
酢
、
し
ょ

う
油
、
お
好
み
ソ
ー
ス
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
等
お
好
き
な
味
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い

材
料　
【
２
人
分
】

	

◦
長
芋　

３
０
０
ｇ
位	

◦
ご
ま
油　

適
量

【
Ａ
】	

◦
卵　
　
　

１
個	

◦
め
ん
つ
ゆ　

大
匙
１
	

◦
薄
力
粉　

大
匙
２	

◦
だ
し
の
素　

小
匙
１

すぐできる★長芋ステーキ

行
事
記
録
（
10
27

〜
11
26

）

10
26	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

10
28	

災
害
協
定
現
地
確
認
研
修

	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会 

定
例
役
員
会
・
菊
川

11
2	

御
前
崎
市
商
工
会
青
年
部
会

11
5	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

11
8	

昭
和
会
秋
季
研
修
会
・
東
京

11
11	

令
和
三
年
度
袋
井
土
木
事
務
所
と
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

11
12	

安
全
運
転
管
理
協
会
法
定
講
習
・
菊
川

11
16	

掛
川
法
人
会
税
務
学
習
会
・
掛
川

11
18	

㈱
増
田
組
安
全
衛
生
大
会

11
19	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

11
26	

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講
習

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
地
域
貢
献
活
動

	

昭
和
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
・
浜
松

行
事
予
定
（
11
27

〜
12
26

）

11
29	

袋
井
建
協
家
畜
防
疫
対
策
に
係
る
埋
却
地
現
場
視
察
研
修
・
岐
阜

12
1
～
1
15	

建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間

12
2	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

12
3	

全
国
建
設
青
年
会
議
全
国
大
会
・
東
京

	

袋
井
建
協
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

12
9	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
忘
年
会

冬
季
休
暇
の
お
知
ら
せ 

12
／
29
㈬
～
1
／
4
㈫

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い  

ス
ロ
ー
ガ
ン 

無
事
故
の
歳
末 

明
る
い
正
月

 

実
施
期
間 

令
和
三
年
十
二
月
一
日
～

令
和
四
年
一
月
十
五
日

年末年始労働災害防止年末年始労働災害防止
強調期間強調期間

建設業年末年始労働災害防止強調期間建設業年末年始労働災害防止強調期間〈〈1122//11～～11//1155〉〉
年末の交通安全県民運動年末の交通安全県民運動〈〈1122//1515～～1212//3311〉〉


